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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月3日(2011.8.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞を阻害するための薬学的組成物であって、粘液
腫症ウイルスを含み、ここで該慢性的な感染は、病理学的状態を引き起こすような持続的
かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴付けられる、薬学的組成物。
【請求項２】
　前記細胞が、インターフェロンに非応答性である、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項３】
　前記細胞が、異常インターフェロンシグナル伝達を示す、請求項２に記載の薬学的組成
物。
【請求項４】
　前記粘液腫症ウイルスが、野生型ウイルスである、請求項１に記載の薬学的組成物。
【請求項５】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されている、請求項１に記載の薬学的組成物
。
【請求項６】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されて治療遺伝子を発現する、請求項５に記
載の薬学的組成物。
【請求項７】
　ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞の存在によって特徴付けられる疾患状態を処置
するための薬学的組成物であって、粘液腫症ウイルスを含み、ここで該慢性的な感染は、
病理学的状態を引き起こすような持続的かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴
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付けられる、薬学的組成物。
【請求項８】
　前記疾患状態が、癌である、請求項７に記載の薬学的組成物。
【請求項９】
　前記癌が、固形腫瘍である、請求項８に記載の薬学的組成物。
【請求項１０】
　前記癌が、造血細胞癌、結腸癌、肺癌、腎臓癌、膵臓癌、子宮内膜癌、甲状腺癌、口腔
癌、卵巣癌、咽頭癌、肝細胞癌、胆管癌、扁平上皮細胞癌腫、前立腺癌、乳癌、頸部癌、
結腸直腸癌または黒色腫である、請求項８に記載の薬学的組成物。
【請求項１１】
　前記造血細胞癌が、白血病またはリンパ腫である、請求項１０に記載の薬学的組成物。
【請求項１２】
　前記癌が、肺癌、黒色腫、卵巣癌、前立腺癌、腎臓癌、神経膠腫または星状細胞腫であ
る、請求項８に記載の薬学的組成物。
【請求項１３】
　前記薬学的組成物が、ヒトへの投与のために処方される、請求項１２に記載の薬学的組
成物。
【請求項１４】
　前記粘液腫症ウイルスが、野生型ウイルスである、請求項１３に記載の薬学的組成物。
【請求項１５】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されている、請求項１３に記載の薬学的組成
物。
【請求項１６】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されて治療遺伝子を発現する、請求項１５に
記載の薬学的組成物。
【請求項１７】
　前記薬学的組成物が、注入による前記癌の部位への投与のために処方される、請求項１
４に記載の薬学的組成物。
【請求項１８】
　前記薬学的組成物が、全身投与のために処方される、請求項１４に記載の薬学的組成物
。
【請求項１９】
　前記薬学的組成物が、１０９ｐｆｕより少ない前記ウイルスの投与のために処方される
、請求項１４に記載の薬学的組成物。
【請求項２０】
　前記薬学的組成物が、約１０２ｐｆｕと１０９ｐｆｕとの間の前記ウイルスの投与のた
めに処方される、請求項１９に記載の薬学的組成物。
【請求項２１】
　ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞を阻害するための医薬の製造における、有効量
の粘液腫症ウイルスの使用であって、ここで該慢性的な感染は、病理学的状態を引き起こ
すような持続的かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴付けられる、使用。
【請求項２２】
　前記細胞が、インターフェロンに非応答性である、請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
　前記細胞が、異常インターフェロンシグナル伝達を示す、請求項２２に記載の使用。
【請求項２４】
　前記粘液腫症ウイルスが、野生型ウイルスである、請求項２１から２３のいずれか１項
に記載の使用。
【請求項２５】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されている、請求項２１から２３のいずれか
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１項に記載の使用。
【請求項２６】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されて治療遺伝子を発現する、請求項２５に
記載の使用。
【請求項２７】
　患者における疾患状態を処置するための医薬の製造における有効量の粘液腫症ウイルス
の使用であって、ここで、該疾患状態が、ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞の存在
によって特徴付けられ、該慢性的な感染は、病理学的状態を引き起こすような持続的かつ
延長されたウイルス感染の期間によって特徴付けられる、使用。
【請求項２８】
　前記疾患状態が、癌である、請求項２７に記載の使用。
【請求項２９】
　前記癌が、固形腫瘍である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３０】
　前記癌が、造血細胞癌、結腸癌、肺癌、腎臓癌、膵臓癌、子宮内膜癌、甲状腺癌、口腔
癌、卵巣癌、咽頭癌、肝細胞癌、胆管癌、扁平上皮細胞癌腫、前立腺癌、乳癌、頸部癌、
結腸直腸癌または黒色腫である、請求項２８に記載の使用。
【請求項３１】
　前記造血細胞癌が、白血病またはリンパ腫である、請求項３０に記載の使用。
【請求項３２】
　前記癌が、肺癌、黒色腫、卵巣癌、前立腺癌、腎臓癌、神経膠腫または星状細胞腫であ
る、請求項２８に記載の使用。
【請求項３３】
　前記疾患状態が、慢性ウイルス感染である、請求項２７に記載の使用。
【請求項３４】
　前記粘液腫症ウイルスが、野生型ウイルスである、請求項２７から３３のいずれか１項
に記載の使用。
【請求項３５】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されている、請求項２７から３３のいずれか
１項に記載の使用。
【請求項３６】
　前記粘液腫症ウイルスが、遺伝子的に改変されて治療遺伝子を発現する、請求項３５に
記載の使用。
【請求項３７】
　ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞の存在によって特徴付けられる疾患状態を処置
する際に使用するための、粘液腫症ウイルスおよび薬学的に受容可能なキャリアを含む、
薬学的組成物であって、ここで該慢性的な感染は、病理学的状態を引き起こすような持続
的かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴付けられる、薬学的組成物。
【請求項３８】
　前記疾患状態が、癌である、請求項３７に記載の薬学的組成物。
【請求項３９】
　前記癌が、固形腫瘍である、請求項３８に記載の薬学的組成物。
【請求項４０】
　前記癌が、造血細胞癌、結腸癌、肺癌、腎臓癌、膵臓癌、子宮内膜癌、甲状腺癌、口腔
癌、卵巣癌、咽頭癌、肝細胞癌、胆管癌、扁平上皮細胞癌腫、前立腺癌、乳癌、頸部癌、
結腸直腸癌または黒色腫である、請求項３８に記載の薬学的組成物。
【請求項４１】
　前記造血細胞癌が、白血病またはリンパ腫である、請求項４０に記載の薬学的組成物。
【請求項４２】
　前記癌が、肺癌、黒色腫、卵巣癌、前立腺癌、腎臓癌、神経膠腫または星状細胞腫であ
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る、請求項３８に記載の薬学的組成物。
【請求項４３】
　治療剤をさらに含む、請求項４２に記載の薬学的組成物。
【請求項４４】
　前記治療剤が、化学療法剤である、請求項４３に記載の薬学的組成物。
【請求項４５】
　前記薬学的組成物が、前記腫瘍の部位での注入に適する、請求項４２に記載の薬学的組
成物。
【請求項４６】
　前記疾患状態が、慢性ウイルス感染である、請求項３７に記載の薬学的組成物。
【請求項４７】
　ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞を阻害するための、粘液腫症ウイルスおよび指
示書を含む、キットであって、ここで該慢性的な感染は、病理学的状態を引き起こすよう
な持続的かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴付けられる、キット。
【請求項４８】
　前記細胞が、インターフェロンに非応答性である、請求項４７に記載のキット。
【請求項４９】
　癌の処置の必要がある患者における癌を処置するための、粘液腫症ウイルスおよび指示
書を含む、キット。
【請求項５０】
　慢性ウイルス感染の処置の必要がある患者における慢性ウイルス感染を処置するための
、粘液腫症ウイルスおよび指示書を含む、キット。
【請求項５１】
　患者中の、ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞を検出するためのキットであって、
検出可能なマーカーを発現するように改変された粘液腫症ウイルス；該ウイルスを該患者
中の該細胞に感染させて該患者において該検出可能なマーカーを発現する細胞を検出する
ことについての指示書、を備え、ここで該慢性的な感染は、病理学的状態を引き起こすよ
うな持続的かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴付けられる、キット。
【請求項５２】
　サンプル中の、ウイルスで慢性的に感染されたヒト細胞を検出するための方法であって
、該細胞を培養する工程、培養された細胞を粘液腫症ウイルスに曝す工程；および粘液腫
症ウイルスによる細胞の感染度を決定する工程、を包含し、ここで該慢性的な感染は、病
理学的状態を引き起こすような持続的かつ延長されたウイルス感染の期間によって特徴付
けられる、方法。
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